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長  野  県 
 

 



 

森林法（昭和 26 年６月 26 日付 法律第 249 号）に基づき、地域森林計画書を変更す

る。 

なお、地域森林計画の変更は、令和６年４月１日にその効力を生ずるものとする。 

 

 

変更理由 

① 官行造林の返地に伴う計画の対象とする森林の区域と面積の変更 

② 全国森林計画策定に伴う伐採立木材積、間伐面積、造林面積の計画量の変更 
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 注）１「水源涵
かん

養」や「水涵
かん

」の「涵
かん

」は、平成 22 年 11 月 30 日付け内閣法制局総第 208 号内閣法

制次長通知に基づき漢字を用いて振り仮名を付ける表記していますが、保安林種の名称は、

森林法上の表記が仮名であるため「水源かん養保安林」と表記した。 

   ２ 各表における数値は、四捨五入のため各項の加算値と総数が一致しない場合がある。 
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官行造林地の返地（南木曽町③） 
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Ⅱ 計画事項 
第１ 計画の対象とする森林の区域 

  町村別森林面積（単位：ha） 

町  村  名 面   積 備   考 

上 松 町 4,958  

南 木 曽 町 6,115 増  53ha 

木 曽 町 30,177  

木 祖 村 4,982  

王 滝 村 3,864  

大 桑 村 4,871  

計 画 区 総 数 54,966 増  53ha 

注）１ 計画の対象とする森林の区域は、森林計画図において表示する区域内の民有林とする。 

２ 森林計画図は、木曽谷地域森林計画区に含まれる地域の町村役場及び長野県林務部森林政策課、木

曽地域振興局において閲覧できる。 

３ 面積は四捨五入のため各項の加算値と総数は必ずしも一致しない。 

４ 地域森林計画の対象となる民有林（次の（１）の事項については保安林及び保安施設地区の区域内

の森林並びに海岸法（昭和 31 年法律第 101 号）第 3条の規定により指定された海岸保全区域内の森

林を除き、次の（３）の事項については保安林及び保安施設地区の区域内の森林を除く。）は、次の

(1)～(4)までの事項の対象となる。 

(1) 森林法（昭和 26 年法律第 249 号）第 10 条の 2第 1項の開発行為の許可 

(2) 森林法第 10 条の 7の 2第 1 項の森林の土地の所有者となった旨の届出 

(3) 森林法第 10 条の 8第１項の伐採及び伐採後の造林の届出 

(4) 森林法第 191 条の 4第１項の林地台帳 
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【計画の対象とする森林の区域図】  
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第６ 計画量等 

１ 伐採立木材積 

地域特性、木材の需要動向、資源構成等を勘案しながら資源予測を行い、伐採から植林・

森林整備に至る再生循環の仕組みが持続する地域林業の構築を目指し、伐採量を計画しまし

た。 

（単位 材積：千ｍ3） 

区   分 
総  数 主  伐 間  伐 

総数 針葉樹 広葉樹 総数 針葉樹 広葉樹 総数 針葉樹 広葉樹 

総 数 600 572 28 200 187 13 400 385 15 

 
前半５ヵ年の 

計 画 量 
300 285 15 90 84 6 210 201 9 

 

 

２ 間伐面積 

第６の１により定める間伐に係る伐採立木材積、人工林森林資源量等を勘案して定めまし

た。 

区  分 間     伐     面     積 

総 数 6,400 ha 

 
前半５ヵ年の 

計 画 量 
3,300 ha 

 

 

３ 人工造林及び天然更新別の造林面積 

第６の 1 伐採立木材積の計画数量及び植栽実績を基礎として、以下の考え方により造林面

積を計画しました。 

・単層林の拡大造林(人工林以外の箇所への人工造林)は原則として計画しない。 

・天然林の伐採跡地は全て天然更新とする。 

・上記のほか、樹下植栽及び天然更新による育成複層林の導入を計画する。 

 

区  分 人工造林 天然更新 

総 数 640 ha 230 ha 

 
前半５ヵ年の 

計 画 量 
310 ha 110 ha 

 

 


